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骨塩定量検査報告書変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より格別のご高配を賜り 

厚くお礼申し上げます。 

この度、骨塩定量検査におきまして、『原発性骨粗鬆症の診断基準』に準拠し、報告 

書の仕様を変更いたしましたので、ご案内いたします。 

ご利用の先生方には何卒ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

記 
 

■ 変更日 

２０２６ 年 ４月 ６日（月）ご依頼分より 

 

■ 変更内容 

※ 変更内容詳細は次頁をご参照ください。 

 

以上 

 

 

 

検査のご依頼に関するご不明な点やご要望等につきましては、弊社営業担当 

または学術インフォメーションまでお問い合わせ下さい。TＥＬ：０７５－６３１－６２３０ 
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■ 変更内容詳細 

【骨塩定量検査報告書 オモテ面（変更後）】 

 

 

① 印字枠幅の変更 

患者様属性印字枠の縦幅を拡大 

 

② 報告項目の追加 

「ｍ-BMD」と「YAM値に対する％」の間に、「年齢に対する％」を追加 

 

③ 点線の削除 

女性のｍ-BMD基準値幅の、最大値と最小値の点線を削除 
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変更後 変更前 

 

 



 

 

④ 点線の削除、YAMの％値の変更 

男性のｍ-BMD基準値幅の、最大値と最小値の点線を削除 

YAM ８０％、７０％の値変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 基準値表、男性ＹＡＭ値の値変更 

ＤＩＰ法基準値と男性ＹＡＭ値を最新版に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 印字枠幅の変更 

受診履歴枠の縦幅を拡大 

 

【骨塩定量検査報告書 ウラ面（変更後）】 

・骨粗鬆症の説明文の変更 

・出典元を明記 

・測定原理を削除 
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変更後 変更前 

   

変更後 変更前 

    

YAMの80%値:2.387、70%値：2.089 YAMの80%値:2.326、70%値：2.035 

YAM値：2.984 YAM値：2.907 


